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今年、制定された「みどりの月間」。

その最後の緑化行事として、「みどりの感謝祭」を開催しました。

全国から緑の少年団や林業関係者が一堂に会し

 “ 美しい森林づくり ”の推進活動が行われました。

「みどりの月間」を締めくくるイベント

「みどりの感謝祭」
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今
年
か
ら
、
四
月
十
五
日
か
ら
五
月
十
四
日
を

「
み
ど
り
の
月
間
」
と
制
定
し
、
期
間
中
は
全
国
で

さ
ま
ざ
ま
な
緑
化
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら

を
締
め
く
く
る
行
事
と
し
て
、
五
月
十
二
日
（
土
）、

十
三
日
（
日
）
の
両
日
、「
育
て
よ
う　

未
来
に
つ

な
ぐ　

豊
か
な
緑
」
の
テ
ー
マ
の
下
、
東
京
都
千
代

田
区
に
あ
る
日
比
谷
公
園
内
で「
み
ど
り
の
感
謝
祭
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
た
五
月
の
青
空
の
下
、
全
国
か
ら

緑
の
少
年
団
や
自
治
体
森
林
関
係
者
、
緑
化
・
花

き
・
林
業
・
木
材
産
業
の
各
関
係
者
が
集
ま
り
、
穏

や
か
雰
囲
気
の
中
、
感
謝
祭
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾

る
式
典
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
東
京
消
防
庁
音
楽

隊
に
よ
る
演
奏
の
中
、
河
野
洋
平
衆
議
院
議
長
、
扇

千
景
参
議
院
議
長
な
ど
の
来
賓
が
会
場
入
り
。
そ
し

て
、
辻
健
治
林
野
庁
長
官
と
山
田
修
路
生
産
局
長
の

出
迎
え
の
下
、
秋
篠
宮
同
妃
両
殿
下
が
ご
入
場
さ
れ

ま
し
た
。

八
王
子
森
林
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
と
木
も
く
倶
楽
部
に

よ
る
開
会
宣
言
後
、
名
誉
総
裁
で
あ
る
秋
篠
宮
殿
下

か
ら
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
秋
篠
宮

殿
下
は
、
多
く
の
人
々
が
身
近
な
緑
や
花
に
親
し
み
、

か
け
が
え
の
な
い
自
然
環
境
保
全
を
祈
念
す
る
と
い

う
思
い
を
述
べ
ら
れ
、
参
加
し
た
方
々
は
一
様
に
緑

化
の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

地
球
的
規
模
の
環
境
保
全
や

緑
・
森
林
の
重
要
性
を
Ｐ
Ｒ

右上：自然環境保全の必要性についてお言葉を述べられた
秋篠宮殿下

右下：間伐材で作ったアルプホルンが美しい音色を奏でま
した

左上：「みどりの文化賞」の顕彰を受ける神宮司庁営林部
左下：扇千景参議院議長からはイロハカエデの苗木が贈呈

されました
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続
い
て
、河
野
洋
平
国
土
緑
化
推
進
機
構
会
長（
衆

議
院
議
長
）
に
よ
る
「
み
ど
り
の
文
化
賞
」
の
顕
賞

が
行
わ
れ
、
神
宮
司
庁
営
林
部
が
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
賞
に
設
け
ら
れ
た
今
年
の
テ
ー
マ
「
森
林
文
化

を
未
来
に
引
き
継
ぐ
森
林
管
理
」
に
合
致
す
る
、
約

五
五
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
伊
勢
神
宮
宮
域
林
の
管
理
、

二
〇
〇
年
単
位
の
長
期
伐
採
計
画
を
立
て
た
森
林
管

理
が
高
く
評
価
さ
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
「
み
ど
り
の
文
化
賞
」
は
、
一
九
九
〇
年
の
「
み

ど
り
の
日
」
制
定
を
受
け
て
創
設
さ
れ
、
緑
化
に
関

し
て
奨
励
す
べ
き
個
人
や
団
体
に
贈
ら
れ
る
賞
で
す
。

次
に
行
わ
れ
た
の
が
、
来
賓
を
は
じ
め
と
す
る
贈

呈
者
か
ら
植
樹
祭
の
開
催
地
、
緑
の
少
年
団
全
国
大

会
開
催
地
な
ど
関
係
者
へ
の
、
苗
木
と
花
の
特
別
贈

右　：一般市民に、コウヤマキやヤ
マボウシをはじめとする花と
苗木のプレゼントが行われま
した　

左上：キャッチフレーズ採用者に感
謝状を贈呈する辻健治林野庁
長官　

左中：三島市坂緑の少年団代表者が
緑を守る誓いの言葉を述べま
した　

左下：会場内には、山火事予防ポス
ターコンクールの入選作品を
展示

呈
で
す
。
サ
ク
ラ
や
イ
ロ
ハ
カ
エ
デ
な
ど
の
苗
木
が

渡
さ
れ
、
受
け
取
っ
た
方
々
の
表
情
は
皆
笑
顔
で
し

た
。
ま
た
、
贈
呈
の
間
、
玉
川
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
ク
ラ

ブ
に
よ
る
演
奏
が
あ
り
、
間
伐
材
で
作
ら
れ
た
ア
ル

プ
ホ
ル
ン
の
美
し
い
音
色
が
式
典
に
花
を
添
え
て
い

ま
し
た
。

そ
の
後
、「
美
し
い
森
林
づ
く
り
推
進
国
民
運
動
」

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
決
定
に
と
も
な
う
感
謝
状
の

贈
呈
が
行
わ
れ
、
辻
林
野
庁
長
官
か
ら
、
採
用
さ
れ

た
愛
知
県
の
立
磨
朋
士
さ
ん
へ
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。「
伝
え
た
い
木
の
文
化　

残
し
た
い
美
し

い
森
林
」
と
い
う
、
木
や
森
林
の
重
要
性
を
訴
え
る

こ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
よ
っ
て
、
今
後
、
国
民

の
皆
様
の
緑
化
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

式
典
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
は
、
一
般
の
方
々
へ
の
花
と

苗
木
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
多
く
の
人
々
が
行
列
を
な
し

て
花
木
を
手
に
し
、
喜
ぶ
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

式
典
は
、
終
始
笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

笑
顔
が
今
後
回
を
重
ね
る
ご
と
に
増
え
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。

み
ど
り
の
文
化
賞
は

神
宮
司
庁
営
林
部
が
受
賞
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「
み
ど
り
の
感
謝
祭
」
終
了
後
、
東
京
都
・
銀

座
の
数
寄
屋
橋
公
園
前
で
は
、「
緑
の
募
金
」

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
般

の
方
々
に
対
し
て
「
緑
の
募
金
」
へ
の
協
力
を

募
る
と
と
も
に
、「
国
民
参
加
の
森
林
づ
く
り
」

へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

辻
健
治
林
野
庁
長
官
、
安
井
正
美
国
土
緑
化

推
進
機
構
専
務
理
事
を
は
じ
め
、大
相
撲
関
取
・

栃
煌
山
、
第
25
代
ミ
ス
中
央
の
二
人
、
緑
の
少

年
団
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟
東
京
都
支

部
、
緑
の
協
力
員
な
ど
の
面
々
が
数
奇
屋
橋
公

園
前
に
並
び
、「
緑
の
募
金
」
へ
の
協
力
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。
多
く
の
人
々
で
賑
わ
う
土
曜

日
の
銀
座
で
は
、
足
を
止
め
る
人
も
多
く
、
た

く
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協

力
い
た
だ
い
た
方
に
は
緑
の
羽
根
を
手
渡
し
ま

す
が
、
こ
の
日
の
銀
座
に
は
胸
に
緑
の
羽
根
を

つ
け
た
方
々
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

「
緑
の
募
金
」
は
、
森
林
整
備
や
緑
化
の
推
進
、

緑
を
通
じ
た
国
際
協
力
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
へ
の
交
付
金
の
助
成
、
緑
化
行
事
の
開
催

な
ど
、
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
球
温

暖
化
防
止
の
た
め
、
そ
し
て
美
し
い
森
林
、
美

し
い
国
を
創
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　　「緑の募金」街頭キャンペーン
緑
の
募
金
を
通
じ
て

国
民
参
加
の
森
林
づ
く
り
を
推
進

同時
開催

右　：「緑の募金」への協力を呼びかける参加者たち

左上：栃煌山関やミス中央も参加しました　

左下：たくさんの方々からご協力をいただきました




